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と
つ
で
あ
る
。
脂
色
を
主
調
と
し
、

構
図
も
カ
メ
ラ
・
ア
イ
的
で
あ
る
。

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
の
作
品
は
、
明
治
二
十
年
(
一

八
八
七
)

の
東
京
府
工
芸
品
共
進

会
に
出
品
さ
れ
た
画
壇
デ
ビ
ュ
ー

作
と
い
う
べ
き
初
期
代
表
作
の
ひ

●

●

農
作
業
を
終
え
家
路
に
つ
く
様
子

を
、
浅
井
と
し
て
は
珍
し
く
人
物

構
成
を
目
的
と
し
て
描
い
て
い
る
。

だ
が
人
物
に
は
動
き
が
な
く
硬
く
、

同
時
期
の
作
品
で
あ
る

「
春
畝
」

「
農
大
」

の
墓
と
な
っ
た
と
思
お

れ
る
写
真
が
確
認
さ
れ
て
い
る
今

日
、
写
真
を
基
と
し
描
い
て
い
る



みる・かたる・つくる-

千
葉
県
立
美
術
館
開
設
十
年
記
念

特
別
展
浅
井
思
記
念
賞
展

会
期

昭
和
五
十
九
年
一
月
十
四
日
㈲
⊥
一
月
二
±
一
日
㈱

本
館
は
、
今
年
度
開
設
十
年
を

遡
、
え
、
開
館
以
来
、
佐
倉
藩
出
身

で
近
代
日
本
洋
画
の
巨
匠
と
し
て

多
く
の
業
績
を
残
し
た
浅
井
忠
の

作
品
や
資
料
収
集
に
努
力
し
て
き

た
。

こ
の
た
び
、
開
設
十
年
記
念
車

業
と
し
て
、
浅
井
忠
記
念
賞
を
設

定
し
、
全
国
公
募
に
よ
る
秀
作
に

賞
を
贈
り
、
そ
の
受
賞
作
及
び
入

選
作
を
展
示
し
、
現
代
美
術
の
振

興
に
資
す
る
こ
と
に
し
た
。

同
時
に
、
浅
井
忠
の
秀
作
を
展

観
し
、
そ
の
業
績
を
回
顧
し
認
識

大賞「aspettare」 松本 秋美

す
る
機
会

と
す
る
た

め
、
リ
ア

リ
ズ
ム
の

追
求
を
主

題
と
し
た

特
別
展
、

「
浅
井
忠

記
念
賞
展
」

を
開
催
す

る
こ
と
に

な
っ
た
。

本
展
は

第
一
郭
公

募
作
品
展

と
第
二
部

浅
井
忠
作

品
展
の
二

部
構
成
で

企
画
さ
れ

て
い
る
。

全
国
公
募

油
彩
画
、
水
彩
画
、
版
画
等
の

洋
画
系
の
平
面
作
品
で
、
リ
ア
リ

ズ
ム
の
追
求
を
主
題
に
し
た
作
品

を
、
公
立
館
で
は
全
国
初
の
全
国

公
募
し
た
と
こ
ろ
、
北
は
北
海
道

か
ら
南
は
沖
縄
県
ま
で
、
全
国
か

ら
4
5
5
点
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ

た
。応

募
状
況
を
地
域
別
に
み
る
と

千
葉
県
内
が
や
は
り
一
番
多
く
、

1
8
0
点
と
全
体
の
約
4
0
%
を
占

め
た
。
続
い
て
、
東
京
か
ら
約
点

の
約
2
0
%
、
千
葉
、
東
京
を
除
い

た
関
東
以
北
か
ら
地
点
の
約
2
0
%
。

関
西
、
四
国
、
九
州
か
ち
捉
点
の

約
2
0
%
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
種
類
別
で
は
、
油
彩
画

が
全
体
の
9
5
%
強
と
圧
倒
的
に
多

く
、
水
彩
画
、
版
画
は
合
ね
せ
て

2
0
点
と
少
な
か
っ
た
。

大
賞
に
松
本
氏
(
奈
良
県
)

応
募
作
品
4
5
5
点
の
中
か
ら

同
展
審
査
会
(
会
長
嘉
門
安
雄
氏

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
長
)
に
よ

っ
て
、
9
5
点
が
入
選
作
品
と
し
て

厳
選
さ
れ
、
続
い
て
大
賞
(
賞
金

一
〇
〇
万
円
)
及
び
優
秀
賞
(
各

五
十
万
円
)

の
審
査
に
移
り
、
そ

の
結
果
、
奈
良
県
在
住
の
松
本
秋

美
氏
(
奈
良
県
大
和
郡
山
市
稗
田
)

の
作
品
「
a
 
S
 
p
e
七
七
a
 
r
 
e
」

が
見
事
大
賞
の
栄
誉
を
得
た
。

こ
の
作
品
は
、
タ
テ
1
8
1
・
8

代
文
明
を
象
徴
的
に
表
現
し
て
い

る
点
に
あ
る
と
思
う
。
こ
の
発
想

の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
詩
情
が
、
一
見

画」高森登志夫

無
機
的
な
外
見
の
こ
の
作

品
に
新
し
い
リ
ア
リ
ズ
ム

の
開
拓
を
感
じ
さ
せ
る
。

大
賞
に
ふ
さ
お
し
い
秀
作

で
あ
ろ
う
了
と
述
べ
て
い

る
。ま

た
、
優
秀
賞
3
点
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

優
秀
賞

O

「
絵
画
」

絵

高
森
登
志
夫
氏

「

(
習
志
野
市
鷺
沼
台
)

O

「
時
の
跡
」

斎
藤

寅
彦
氏

(
市
川
市
束
大
和
田
)

O

「
海
辺
の
光
景
」

斎
藤

捷
夫
氏

C
m
、
ヨ
コ
2
2
1
・
3
C
爪
の
大
作

で
、
審
査
員
の
ひ
と
り
植
村
鷹
千

代
氏
(
美
術
評
論
家
)
は
、
「
駅
の

構
内
の
線
路
を
傭
轍
的
な
構
図
で

サ
イ
ン
ペ
ン
(
?
)
に
よ
る
細
密
な

線
描
技
法
で
克
明
に
掻
き
上
げ
た

画
面
で
あ
る
。
き
わ
め
て
丹
念
な

写
実
で
あ
る
が
、
同
時
に
構
図
の

感
覚
も
明
快
・
清
潔
で
あ
る
。

こ
の
作
品
の
も
つ
リ
ア
リ
ズ
ム

の
特
色
は
、
綿
密
な
写
実
技
法
だ

け
で
な
く
、
人
間
の
願
い
や
喜
び

や
悲
し
み
な
ど
の
生
活
の
ド
ラ
マ

を
無
言
の
レ
ー
ル
に
託
し
て
、
現

●

(
佐
倉
市
八
幡
台
)

高
森
登
忘
夫
氏
の

「
絵
画
」

に

つ
い
て
、
審
査
員
本
間
正
義
氏
は

「
モ
ノ
ク
ロ
の
フ
ォ
ト
リ
ア
リ
ズ

ム
と
い
っ
た
作
品
だ
が
、
曖
昧
の

あ
る
グ
レ
ー
か
か
っ
た
色
に
柔
か

な
に
ぶ
味
が
あ
り
、
か
え
っ
て
シ

ッ
ク
な
品
の
あ
る
感
じ
を
あ
ら
れ

し
て
い
る
。
ビ
ル
最
上
階
の
レ
ス

ト
ラ
ン
の
窓
か
ら
の
風
景
と
思
う

が
、
黒
い
額
ぶ
ち
に
入
れ
た
白
い

絵
の
よ
う
で
、
明
暗
の
バ
ラ
ン
ス

が
い
い
。
よ
く
見
る
と
、
画
面
を

真
中
で
切
り
、
同
じ
モ
チ
ー
フ
を



少
し
ず
ら
し
て
重
ね
合
れ
せ
た
も

の
で
、
ち
ょ
っ
と
そ
れ
と
気
づ
か

せ
な
い
変
化
の
面
白
さ
も
す
て
難

い
。
こ
れ
か
ら
の
飛
躍
が
期
待
さ

れ
よ
う
」
と
評
し
、

斎
藤
寅
彦
氏
の

「
時
の
跡
」

に

つ
い
て
、
審
査
員
桑
原
住
雄
氏
は

「
題
名
が
暗
示
す
る
よ
う
に
、
過

ぎ
去
っ
た
も
の
へ
の
レ
ク
イ
エ
ム

で
あ
ろ
う
か
。
過
ぎ
去
っ
た
も
の

と
は
、
遠
い
少
年
時
代
の
日
々
で

あ
り
、
己
れ
の
内
面
に
刻
ま
れ
た

悔
恨
と
愛
惜
の
譜
で
あ
る
。

横
長
の
画
面
の
な
か
ほ
ど
に
〃
時

の
跡
〃
を
証
明
す
る
物
体
が
集
積

さ
れ
て
い
る
。
洋
裁
の
大
台
二
体

を
中
核
に
木
の
イ
ス
、
眼
ざ
ま
し

時
計
、
矢
印
の
標
識
、
観
葉
植
物

●

物
な
ど
が
重
な
り
、
そ
の
陰
に
埋

も
れ
た
よ
う
に
少
年
が
停
ん
で
い

る
。
よ
く
描
き
こ
ま
れ
た
線
的
要

素
の
強
い
秀
作
で
あ
る
子
と
評
し
、

斎
藤
提
夫
氏
の

「
海
辺
の
光
景
」

に
つ
い
て
、
審
査
員
中
村
倍
三
郎

氏
は
、

「
波
頭
を
は
る
か
沖
に
の
ぞ
み
、

引
き
潮
時
の
広
々
と
し
た
渚
の
光

景
を
、
け
れ
ん
味
な
く
平
明
に
真

正
面
か
ら
と
ら
え
て
完
璧
で
あ
る
。

時
流
を
超
越
し
た
、
い
わ
ゆ
る
大

気
遠
近
法
に
よ
る
写
実
表
現
だ
が

そ
の
地
味
な
固
有
色
の
グ
ラ
デ
ー

ト
の
処
理
も
的
確
に
実
在
感
を
強

め
、
こ
の
百
二
十
号
も
あ
る
大
画

面
を
ゆ
る
ぎ
な
き
も
の
と
し
て
い

る
の
に
感
心
す
る
。

「海辺の光景」斎藤捷夫

浅
井
忠
の
作
品
展

第
二
部
は
、
浅
井
の
作
品

が
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、
洋

画
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る

「
春
歌
」
を

は
じ
め
、
油
彩
、
水
彩
、
素

描
な
ど
5
7
点
、
日
本
画
は
軸

も
の
な
ど
1
 
2
点
、
工
芸
は
茶

器
、
花
瓶
な
ど
7
点
、
彫
塑

は
テ
ラ
コ
ッ
タ
な
ど
6
点
、

そ
の
他
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
、

日
記
、
書
簡
・
は
が
き
な
ど
の

資
料
も
展
示
し
て
あ
り
、
浅

井
の
幅
広
い
芸
術
を
見
る
こ

-みる・かたる・つくる

「時の跡」斎藤 寅彦

こ
の
既
成
洋
画
壇

と
は
全
く
無
縁
だ
っ

た

〃
中
年
新
人
〃

と

も
い
え
る
作
者
が
、

そ
の
現
住
所
を
、
浅

井
忠
の
出
身
地

(
佐

倉
市
)

と
同
じ
く
し

た
の
も
偶
然
で
更
に

縁
り
深
く
、
今
回
の

同
記
念
賞
展
の
開
催

意
義
を
倍
増
し
た
よ

う
で
誠
に
慶
は
し
い
十

と
そ
れ
ぞ
れ
評
し
て

い
る
。

浅
井
忠
記
念
賞
贈
呈
式

去
る
一
月
十
四
日
聞
、
同
展
が

オ
ー
プ
ン
し
た
日
の
午
後
二
時
よ

り
浅
井
忠
記
念
賞
の
贈
呈
式
が
来

賓
、
関
係
者
を
招
い
て
行
お
れ
た
。

大
賞
、
優
秀
賞
が
贈
呈
さ
れ
た

あ
と
、
本
館
館
長
よ
り

「
本
展
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は

誠
に
感
慨
深
い
。
出
品
者
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
受
賞
者
に
心
か

ら
お
祝
い
申
し
上
げ
た
い
」

と
あ

い
さ
つ
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
松

本
氏
が
、
「
栄
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ

き
う
れ
し
い
。
今
後
は
、
こ
の
賞

に
恥
じ
ぬ
よ
う
精
進
し
た
い
了
と

述
べ
た
。

な
お
、
受
賞
作
品
は
、
そ
れ
ぞ

れ
本
館
所
有
と
な
っ
た
。

と
が
で
き
る
。

主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
、

(
洋
画
)

・
沢
入
駅

(
水
彩
)

・
農
夫
帰
路

(
油
彩
)

・
室
内

(
油
彩
)

・
藁
屋
根

(
油
彩
)

・
春
歌

(
油
彩
)

・
少
女
(
水
彩
一

・
旅
順
戦
後
の
捜
索
(
油
彩
)

・
房
州
海
岸
風
景

(
油
彩
)

・
フ
ォ
ン
テ
ン
ブ
ロ
ー
の
夕
景

(
油
彩
)

・
グ
レ
ー
の
洗
濯
場

(
油
彩
)

・
グ
レ
ー
の
柳

(
油
彩
)

・
グ
レ
ー
の
秋

(
油
彩
)

・
グ
レ
ー
の
塔
(
水
彩
)

・
グ
レ
ー
の
橋

(
水
彩
)

・
樹
下
の
女

(
油
彩
)

縫
い
も
の

(
油
彩
)

京
都
高
等
工
芸
学
校
の
庭

(
水
彩
)

安
治
川
風
景
(
油
彩
)

奈
良
の
鹿

(
油
彩
)

若
王
子
風
景
(
水
彩
)

婦
人
像
(
油
彩
)

(
日
本
画
)

田
植
之
図

(
絹
本
着
彩
)

琵
琶
法
師
(
絹
本
着
彩
)

千
鰯

(
紙
本
着
彩
)

-
も
ろ
こ
し
と
鳳
仙
花(

絹
本
着
彩
)

(
工
芸
)

-
猿
蟹
合
戦
図
茶
器

(
陶
器
)

-
農
家
風
俗
画
手
塩
皿
(
陶
器
)

1
菓
子
器

(
陶
器
)

(
彫
塑
)

・
仙
人
(
羅
漢
)
(
テ
ラ
コ
ッ
タ
)

・
ラ
イ
オ
ン

(
テ
ラ
コ
ッ
タ
)

・
墓
仙
人

(
陶
彫
)

入
場
料

一
般
五
百
円
(
三
百
円
)
高
・
人

生
三
百
円
(
二
百
円
)
、
小
・
中
半

生
二
百
円
(
七
十
円
)

(
)
内
は
2
0
名
以
上
の
団
体
料
金

な
お
、
学
校
長
の
申
し
込
み
仁

よ
り
観
覧
す
る
場
合
は
、
高
校
生

7
0
円
、
小
・
中
学
生
は
5
0
円
と
な

り
ま
す
。

・
開
館
時
間

午
前
9
時
̃
午
後

4
時
0
0
分
(
た
だ
し
、
特
別
境

の
入
場
は
4
時
ま
で
)

・
月
曜
日
休
館



みる・かたる・つくる-

審査を終わって
審査員会長 嘉 門 安 雄

(ブリヂストン美術館長)

浅
井
忠
記
念
賞
展
を
銘
打
っ
た

今
回
の
公
募
展
は
四
五
五
点
の
応

募
作
を
得
た
。
こ
の
数
は
、
見
方

に
よ
っ
て
は
、
多
い
と
も
、
あ
る

い
は
少
な
い
と
も
、
と
れ
よ
う
が

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
は
単
な
る
数

量
を
問
題
に
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

最
初
の
試
み
だ
け
に
、
応
募
者
側

に
幾
分
の
戸
ま
ど
い
の
あ
っ
た
こ

と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
第
一
、
リ

ア
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
の
受
け
と

り
方
に
お
い
て
も
異
な
る
で
あ
ろ

う
が
、
結
果
と
し
て
、
い
れ
ゆ
る

抽
象
風
表
現
の
作
品
が
意
外
に
少

な
か
っ
た
こ
と
に
、
私
は
や
や
意

外
性
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。
応
募

者
は
、
私
な
ど
が
考
え
る
以
上
に

状
勢
判
断
に
敏
感
な
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
、
そ
れ

こ
そ
抽
象
的
独
白
は
別
に
し
て
、

応
募
し
た
四
五
五
人
の
作
品
(
一

人
一
点
)

は
、
大
別
し
て
二
つ
に

分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
地
元
県
を

中
心
に
、
ほ
ぼ
日
本
各
地
か
ら
万

遍
な
く
集
ま
っ
た
作
家
た
ち
の
作

品
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、
必
ず

し
も
画
家
と
し
て
の
道
を
歩
み
出

し
た
と
は
言
え
ぬ
地
元
の
若
い
人

た
ち
を
中
核
と
す
る
人
び
と
の
出

品
で
あ
る
。
は
っ
き
り
言
っ
て
、

プ
ロ
と
ア
マ
が
半
々
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
い
い
と
か
悪
い
と

か
、
ま
た
、
展
覧
会
そ
の
も
の
を

見
つ
め
る
熱
意
云
々
で
は
な
く
、

●

ま
さ
に
、
ど
の
よ
う
な
意
味
に
お

い
て
も
、
初
め
て
の
公
募
展
に
つ

き
ま
と
う
今
日
の
一
般
状
況
と
も

言
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
応
募
作
品
数
で

は
な
く
、
そ
の
質
の
問
題
に
な
る

の
で
あ
る
。
幸
い
、
全
体
と
し
て

決
し
て
低
レ
ベ
ル
で
な
か
っ
た
の

は
何
よ
り
で
あ
る
。

さ
て
、
入
選
作
を
中
心
に
全
体

を
省
み
る
と
、
決
し
て
低
レ
ベ
ル

で
は
な
い
が
、
や
や
活
気
と
個
性

の
ひ
ら
め
き
に
乏
し
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
現
在
の
ね
が
国
美
術
界

一
般
の
情
勢
で
は
あ
ろ
う
。
み
ん

な
利
口
に
な
っ
て
い
る
。
ス
タ
イ

ル
は
具
象
で
あ
れ
、
抽
象
で
あ
れ
、

せ
め
て
コ
ン
ク
ー
ル
の
場
で
は
、

も
っ
と
大
胆
な
も
の
、
作
家
の
熱

い
い
ふ
き
の
き
こ
え
る
も
の
を
常

に
夢
み
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
、
作

家
で
な
い
私
の
感
傷
な
の
で
あ
ろ

う
。
と
に
か
く
破
綻
な
く
描
く
こ

と
、
ま
と
め
る
こ
と
に
細
心
す
ぎ

る
よ
う
に
想
え
る
。
表
現
と
い
う

よ
り
、
描
く
こ
と
、
作
る
こ
と
に

重
点
が
置
か
れ
す
ぎ
て
い
る
。
だ

か
ら
、
破
綻
も
少
な
い
か
お
り
、

破
調
も
な
い
。
破
調
は
破
綻
と
は

違
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
破
調

は
乱
調
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
、

乱
暴
で
も
な
け
れ
ば
、
下
手
で
も

な
い
。
表
現
す
る
心
の
高
鳴
り
で

あ
る
。

か
か
り
き
っ
た
こ
と
、
よ
け
い

な
言
葉
を
羅
列
し
て
き
た
が
、
ど

う
も
、
と
し
と
と
も
に
気
矩
が
に

な
っ
て
、
夢
を
追
い
す
ぎ
る
よ
う

だ
。
現
実
に
か
え
ろ
う
。

現
実
に
か
え
っ
て
み
る
と
、
今

回
の
こ
の
公
募
の
入
選
作

-
そ

の
中
で
も
、
賞
候
補
段
階
に
ま
で

絞
り
こ
ん
で
み
る
と
、
流
石
に
そ

れ
な
り
の
発
言
を
し
て
い
る
。
は

じ
め
て
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
質
と
し

て
は
決
し
て
他
に
見
劣
り
が
し
な

い
。
慾
を
言
え
ば
、
前
述
の
愚
痴

に
つ
な
が
る
が
、
と
に
か
く
、
い

ず
れ
も
自
己
の
世
界
を
創
り
出
し

て
お
り
、
見
る
人
に
話
か
け
て
く

る
。特

に
、
大
賞
の
松
本
秋
美
君
の

作
品
は
、
そ
の
緻
密
な
観
察
と
描

写
が
、
見
事
に
深
い
呼
吸
の
リ
ズ

ム
に
統
一
さ
れ
て
、
一
つ
の
ロ
マ

ン
を
奏
で
て
い
る
。
平
板
に
、
あ

る
い
は
羅
列
に
な
り
が
ち
な
モ
テ

ィ
フ
を
、
こ
こ
ま
で
明
る
く
豊
か

に
し
た
力
偏
と
心
の
と
き
め
き
の

表
現
を
高
く
評
価
し
た
い
。
一
方

作
風
こ
そ
違
う
が
、
高
森
登
志
夫

君
の
出
来
栄
え
も
大
賞
作
に
劣
る

も
の
で
は
な
い
。
審
査
の
折
も
、

こ
の
二
作
は
ほ
と
ん
ど
甲
乙
つ
け

が
た
い
と
の
全
員
の
意
見
で
あ
っ

た
が
、
た
し
か
に
、
新
鮮
さ
、
視

点
の
明
快
さ
に
お
い
て
魅
力
に
満

ち
て
い
る
。
敢
え
て
言
え
ば
、
思

●

考
が
や
や
先
行
し
過
ぎ
た
と
言
え

よ
、
つ
。

さ
ら
に
、
高
森
君
と
と
も
に
優

秀
賞
に
な
っ
た
斎
藤
寅
彦
君
の
、

地
味
で
は
あ
る
が
、
描
く
と
い
う

こ
と
を
だ
い
じ
に
し
、
ま
た
、
よ

く
知
っ
て
お
り
、
し
か
も
画
面
に

た
だ
よ
う
健
康
感
。
斎
藤
捷
夫
君

の
対
象
と
の
し
っ
か
り
し
た
対
話

ぶ
り
等
々
…
…
。
私
が
言
葉
に
す

れ
ば
、
す
べ
て
抽
象
的
に
な
っ
て

し
ま
う
が
、
以
上
の
四
点
は
、
な

ん
と
言
っ
て
も
今
回
の
大
き
な
収

穫
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ま
た
、
こ

の
四
点
と
と
も
に
、
賞
候
補
と
し

て
最
後
ま
で
残
っ
た
計
十
二
点
を

得
た
だ
け
で
も
、
今
日
の
情
勢
下

に
お
い
て
、
こ
の
公
募
展
は
成
功

だ
っ
た
と
言
い
き
れ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
も
う
一
度
全
体
を
概

観
す
れ
ば
、
い
れ
ゆ
る
油
彩
類
は

発
想
も
モ
テ
ィ
フ
も
幾
分
狭
く
、

似
た
り
よ
っ
た
り
の
も
の
が
多
い

感
じ
で
あ
り
、
版
画
は
出
品
数
は

少
な
い
が
、
中
に
、
努
力
と
気
構

え
の
し
っ
か
り
し
た
も
の
数
点
が

あ
り
、
水
彩
は
総
じ
て
平
板
で
、

無
感
動
だ
っ
た
、
と
つ
け
加
え
て

お
く
。*

*

*

*
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「浅井忠記念賞展」公募作品入選(入賞)-覧

No. 作 品 名 作 家 名 No. 作 品 名 作 家 名 

1 蟹 穀 前 窪 幸 二 47 道化の刻 小 島 繊 男 

2 現 状’83 白 尾 勇 次 48 逆 立 ち 鈴 木 明 夫 

3 桜 江 崎 充 隆 49 私のコーヒーブレイク 大竹山 規 

4 しATARDE(昼下り) 渡 辺 芳 樹 50 ピ エ ロ 志 摩 じゅん 

5 土 松 本 明 也 51 静かな時 山 口 和 雄 

6 耳袋(鳥は食うてもトI)食うな) 太 蛾 亜 美 52 海への幻想 稲 田 年 行 

7 二人居る部屋 吉 岡 正 人 53 北国の落日 船 越 一
人 

8 人と物(刻の構図) 土 鳩 敏 男 54 SHEMAKESITBETTER? 島 田 裕 之 

9 醸造蔵のある風景 宮 沢 昇 55 静 物 高 野 雅 彦 

10 川 光 る 竹 内 庸 悦 56 河沿いの街 安 益 耕 平 

11 房州花表裏 野 村 保 夫 57 羅漢一人 森 家 要 

12 静物・Composition 三 橋 文 彦 58 午後の刻 生 駒 泰 充 

13 )毒 清 水 光 子 59 聖 家 族 岬 和 男 

14 おんな達 彦 坂 建 60 毯 少 女 柾 木 南 

15 ガードレールに囲まれて 佐々木 俊 介 61 日NA DONNA 桜 井 農 正 

16 流動するもの1983 前 月i謙 一 
62 あ・い・う・え・お 片 山 洋 一 

17 風 景 中 村 学 63 月 小 林 宗 二 

18 舟 小 屋 中 谷 時 男 64 壁の前の静物 藤 田 西 洋 

19 神 話 宮 坂 健 65 帽子の女 蛭 田 均 

20 海からのたより 紺 野 五 郎 66 ブラインド(II) 金 石 出 

21 成田郊外 久 保 博 孝 67 
Yonosoyturista 私は観光客て当まない 

広 田 百合子 

22 風姿・九十九里 根 本 忠 緒 68 霧ガ峰高原 岡 本 透 

23 重力場について 沢 田 英 治 69 真冬の街並 高 橋 利 蔵 

24 地に還るもの 北 山 寛
一 

70 寡 黙II 五十嵐 公 江 

25 屋根のある風景(ベニス) 中 村 一
良 71 露 店 荒 木 尚 

26 西風来迎 智 内 兄 助 72 晩秋の高原にて1983 高 鬼 子 

27 残 照 原 三 郎 73 真 理 斎藤 ヤスヒロ 

28 竜のハナ唄 庄 田 宮 章 74 太陽のない風景 大 槌 隆 

29 ANNIVESARY DAY 福 田 建 之 75 壁 畠 山 誠 

30 夜空の擬態 菊 池 敏 之 76 脆 い 夏 中 島 祥 子 

31 歩(石連作) 安 永 元 典 77 ミューズの園 佐々木 壮 六 

32 夢 現 峰 尾 幸 仁 78 樹 小 泉 正 彦 

33 風の風景 森 一
浩 79 響 田 崎 未 満 

34 呪術師の森 佐 藤 昌 宏 80 三 月 B 山信田 稔 

35 ね らべ詩 池 田 征 史 81 進化プラン 瀬 川i富紀男 

36 室 内 松 岡 滋 82 ある看板からのメッセージ 井 上 公 子 

37 孤独の体系 舘 野 弘 83 卓上のパラダイス 安 盛 孝一郎 

38 バースデ工イ "レイン 森 田 康 雄 84 さすらう人 瀬 川 明 甫 

39 大地(土に聴く) 平 岡 靖 弘 85 あ る風景 星 加 哲 男 

40 風 光 保 坂 晶 86 巻の祈躊師(キャンぺ-ン) 熊 谷 文 利 

41 集(さい) 大 塚 利 典 87 転位,83-地-Ⅸ 中 林 忠 良 

42 作品’83-2 吉 野 順 夫 88 Landacape 浜 松 繁 雄 

43 一人だけの風景 玉 川 信 一 
89 黙 示 録 城 戸 清 登 

44 男と女その`.ィ’’ 安 達 博 文 90 卓上の緻密 宮 澤 篤 志 

45 チンチョンに捧げる 土 屋 貢 91 早 春 譜 木 下 誠 一 

46 Stairs_8 石 井 精
一 
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ご
あ
ん
な
い

◎
第
的
回
放
送
セ
ミ
ナ
ー

期
日

時
間

会
場

̃
・
講
師

2
月
1
 
8
日
㈲

午
後
2
時
よ
り

本
館
研
修
室

田
中

穣
氏

(
美
術
評
論
家
)

・
テ
ー
マ

N
H
K
教
育
テ
レ

ビ

「
日
曜
美
術
館
」

よ
り

費困丁「“‾ ‾‾‾‾‾‾珂‾一‾‾‾蛋‾‾‾1しト‾音一‾音-‾音‾‾

; ● ● ●

…築。撃。譜 団 会
子
絵
画
展

1
月
3
 
1
日
̃
2
月
5
日

1
月
3
 
1
日
̃
2
月
5
日

(
2
月
̃
3
月
)

無
料

初
展1

月
3
1
日
̃
2
月
5
日

●
第
1
 
8
回
千
葉
大
学
学
生
書
道

展

2
月
7
日
̃
2
月
1
 
2
日

●
千
葉
大
学
教
育
学
部
美
術
科

卒
業
制
作
展

2
月
7
日
̃
2
月
1
 
2
日

●
第
8
団
栗
美
会
展

2
月
7
日
̃
2
月
1
 
9
日

●
第
9
回
千
葉
県
民
写
真
展

2
月
1
 
4
日
̃
2
月
2
6
日

●
子
ど
も
造
形
展

2
月
1
 
4
日
̃
2
月
1
 
9
日

●
雁
鴻
会
展

2
月
2
 
1
日
̃
2
月
2
6
日

●
幕
張
北
高
校
書
道
コ
ー
ス
卒

業
制
作
展

2
月
2
 
1
日
̃
2
月
2
6
日

●
千
葉
市
展
1
 
5
周
年
記
念
特
別

展
・
千
葉
市
民
美
術
展
覧
会

2
月
2
8
日
̃
3
月
1
 
8
日

●
第
3
 
1
回
書
星
教
育
部
展

3
月
2
0
日
̃
3
月
2
5
日

●
第
7
回
唱
和
会
書
展

3
月
2
7
日
̃
4
月
1
日

●
自
然
保
護
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
展

3
月
2
7
日
̃
4
月
1
日

●
弥
生
書
道
展

3
月
2
7
日
̃
4
月
1
日

トピックス4電器

第
2
国
英
術
語
演
会
、

特
別
展

「
浅
井
忠
記
念

賞
展
」

に
と
も
な
う
第
2

回
美
術
講
演
会
が
去
る
1

月
2
2
日
㈹
午
後
2
時
よ
り

「
県
民
ア
ト
リ
エ
」
研
修

室
に
お
い
て
、
講
師
に
読

売
新
聞
「
日
本
の
四
季
」

を
担
当
さ
れ
て
い
る
芥
川

喜
好
氏
を
招
い
て
行
わ
れ

た
。

「
『
日
本
の
四
季
』

と

i
36

手
回

も
干

葉
県

小
中

高

校
書

浅
井
忠
」

と
越
し
て
、
浅
井
の
作

品
に
つ
い
て
取
材
し
な
が
ら
感
じ

た
こ
と
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
が
、

特
に
氏
は
、
浅
井
の
作
品
、
な
か

で
も
「
春
畝
」

の
中
で
描
か
れ
て

い
る
人
物
の
ポ
ー
ズ
や
、
「
藁
屋

根
」

の
前
景
・
中
景
の
人
物
の
配

置
・
遠
景
の
処
理
等
は
、
写
真
を

も
と
に
描
か
れ
た
も
の
で
は
な
い

か
、
さ
ら
に
、
「
農
大
」
(
一
八
九
〇
年

作
)

の
中
の
人
物
は
明
ら
か
に
写

真
を
も
と
に
描
い
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
が

重
要
な
こ
と
で
は
な
く
、
浅
井
の

作
品
に
は
、
写
真
に
は
な
い

〃
土

の
に
お
い
〃

が
あ
り
、
情
感
が
あ

る
。
写
真
よ
り
イ
メ
ー
ジ
を
借
り

た
と
し
て
も
、
写
真
を
は
る
か
に

卓
越
し
て
い
る
点
が
重
要
な
こ
と

で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。

氏
は
ま
た
、
浅
井
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
帰
国
後
の
京
都
時
代
に
つ

い
て
、
一
つ
の
な
ぞ
で
あ
る
と
い

う
気
持
ち
を
ぬ
ぐ
い
き
れ
な
い
が

洋
画
に
対
す
る
絶
望
と
か
、
画
壇

に
対
す
る
絶
望
が
あ
り
、
常
に
絶

望
と
隣
合
ね
せ
に
生
き
た
よ
う
に

恩
お
れ
、
そ
う
い
う
浅
井
が
ま
た

魅
力
で
あ
る
と
結
ば
れ
た
。

第
三
回
美
術
館
協
議
会

去
る
1
月
2
6
日
㈱
午
後
2
時
よ

り
、
本
年
度
第
三
回
美
術
館
協
議

会
が
本
館
会
議
室
で
行
お
れ
た
。

主
と
し
て
、
「
浅
井
忠
記
念
賞

展
」

に
つ
い
て
話
し
合
お
れ
た
が

今
後
も
継
続
し
て
開
催
す
べ
き
で

あ
る
と
の
意
見
で
一
致
し
、
今
後

は
、
作
品
募
集
に
つ
い
て
、
趣
旨

の
徹
底
、
募
集
範
囲
、
審
査
員
等

に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
な

ど
、
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

次
回
は
3
月
1
6
日
㈱
の
予
走
。

冒劃

11

1211月120

1
2
月9014

‖
‖
=

1
月412262

第
一
回
美
術
館
研
究
員
会

議特
別
展
終
る

第
二
回
美
術
館
協
議
会

県
展
3
5
周
年
、
美
術
館
1
 
0

周
年
記
念
碑
除
幕
式

千
葉
県
博
物
館
関
係
職
員

研
修
会

浅
井
忠
記
念
賞
展
公
募
作

品
審
査

第
四
回
美
術
を
語
る
会

講
師

村
田
哲
朗
氏

展
示
室
利
用
に
伴
う
調
整

会
議

特
別
展
「
浅
井
忠
記
念
賞

展
」
始
ま
る
。

浅
井
忠
記
念
賞
贈
呈
式

第
二
回
美
術
講
演
会

第
三
回
美
術
館
協
議
会

日
誌
抄

9
日
月380

1
0
月l○

○

特
別
展
「
日
本
の
洋
画
と

フ
ラ
ン
ス
」
始
ま
る

第
一
回
美
術
講
演
会

講

師

三
木
多
聞
氏

移
動
美
術
館

(
八
街
町
)

第
3
回
美
術
を
語
る
会

移
動
美
術
館
(
四
街
道
市
)

●

園
田
堅
調

昭
和
5
8
年
1
2
月
3
1
目
付
け
で
、

次
の
職
員
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

圏
退
職
者

山
内
章
子

(
学
芸
課
)

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。


